
1990 年東大理後期□3  

(1) 

下図の通り、すべて描き出すと 3,7 22  yx  ……(答) 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 

nnnnnn ACCBBA ,, の中点をそれぞれ nnn RQP ,, とおく。 

nA から nB に至る経路は nnn RQP ,, のいずれかを必ず通る。 

nnn RQP ,, のうちのどこをどの順序で通るかで場合分けすると、 

以下のパターンが考えられる。 

 

途中 nC を通らない場合 

  ① nA → nP → nB  ② nA → nR → nP → nB  ③ nA → nP → nQ → nB  ④ nA → nR → nQ → nB  

  ⑤ nA → nP → nR → nQ → nB  ⑥ nA → nR → nQ → nP → nB  ⑦ nA → nR → nP → nQ → nB  

 

途中 nC を通る場合 

  ⑧ nA → nR → nC → nQ → nB  ⑨ nA → nP → nR → nC → nQ → nB  ⑩ nA → nR → nC → nQ → nP → nB  

 

1nA から 1nC を通らず 1nB に至る経路の個数を考える。 

 

①の場合の個数 

1nA から 1nR を通らず 1nP に至る経路の個数、 1nP から 1nQ を通らず 1nB に至る経路の個数は、 

  ともに nx に等しいから 2
nx  

②の場合の個数 

1nA から 1nR を通り 1nP に至る経路の個数、 1nP から 1nQ を通らず 1nB に至る経路の個数は、 

  それぞれ nn xy , に等しいから nn yx  

③の場合の個数 ②と同様に nn yx  

④の場合の個数 

  1nA から 1nP を通らず 1nR に至る経路の個数、 1nR から 1nC を通らず 1nQ に至る経路の個数、 

  1nQ から 1nP を通らず 1nB に至る経路の個数はいずれも nx に等しいから 3
nx  

⑤の場合の個数 

  1nA から 1nP を通り 1nR に至る経路の個数、 1nR から 1nC を通らず 1nQ に至る経路の個数、 

  1nQ から 1nP を通らず 1nB に至る経路の個数は、それぞれ nnn xxy ,, に等しいから nn yx
2

  

⑥の場合の個数 ⑤と同様に nn yx
2

  
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⑦の場合の個数 

  1nA から 1nR を通り 1nP に至る経路の個数、 1nP から 1nQ を通り 1nB に至る経路の個数は、 

  ともに ny に等しいから 2
ny  
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1 22 nnnnnnnnnnnnnnnnnnn yyxxyxxyyxyxxyxyxxx    

 

1nA から 1nC を通り 1nB に至る経路の個数を考える。 

 

⑧の場合の個数 

  1nA から 1nP を通らず 1nR に至る経路の個数、 1nR から 1nC を通り 1nQ に至る経路の個数、 

  1nQ から 1nP を通らず 1nB に至る経路の個数は、それぞれ nnn xyx ,, に等しいから nn yx
2

  

⑨の場合の個数 

  1nA から 1nP を通り 1nR に至る経路の個数、 1nR から 1nC を通り 1nQ に至る経路の個数、 

  1nQ から 1nP を通らず 1nB に至る経路の個数は、それぞれ nnn xyy ,, に等しいから 2
nn yx  

⑩の場合の個数 ⑨と同様に 2
nn yx  
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以上により 
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  ……(答) 

 

(3) 

3,7 22  yx を代入して 
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273,737 33  yx  ……(答) 


